







































































































1 1977 昭和52 日本人の余暇の現状と将来 余暇開発センター 1977.4
2 1978 昭和53 我が国家庭経済の構造 余暇開発センター 1978.4
3 1979 昭和54 日本人の余暇と海外観光行動の展望 余暇開発センター 1979.4
4 1980 昭和55 日本の余暇の現状 余暇開発センター 1980.4
5 1981 昭和56 日本の余暇の現状と展望 余暇開発センター 1981.4
6 1982 昭和57 ファミリー レジャー の実態 余暇開発センター 1982.4
7 1983 昭和58 生活文化志向を強めるレジャー 活動 余暇開発センター 1983.4
8 1984 昭和59 スポ ツー・文化活動・アウトドアレクリエ シーョンへ向かう余暇活動 余暇開発センター 1984.4
9 1985 昭和60 余暇開発センター 1985.4
10 1986 昭和61 レジャー も「女性の時代」 余暇開発センター 1986.4
11 1987 昭和62 高まるリゾ トー需要 余暇開発センター 1987.4
12 1988 昭和63 日本型リゾ トーライフに向けて 余暇開発センター 1988.4
13 1989 平成１ 完全週休2日時代のレジャー 余暇開発センター 1989.4
14 1990 平成2 1990年代のレジャー 余暇開発センター 1990.4
15 1991 平成3 日本のバカンスを考える 余暇開発センター 1991.4
16 1992 平成4 分散型余暇社会に向けて 余暇開発センター 1992.4
17 1993 平成5 ポスト・バブルのレジャー 余暇開発センター 1993.4
18 1994 平成6 90年代後半の余暇動向を探る 余暇開発センター 1994.4
19 1995 平成7 「高齢化」社会の到来と余暇 余暇開発センター 1995.4
20 1996 平成8 余暇を活かす 余暇開発センター 1996.4
21 1997 平成9 連休新時代 余暇開発センター 1997.4
22 1998 平成10 少子・高齢化時代における女性の余暇 余暇開発センター 1998.4
23 1999 平成11 広がる「社会性余暇」 余暇開発センター 1999.4
24 2000 平成12 自由時間をデザインする 余暇開発センター 2000.4
25 2001 平成13 余暇の意味変化と新たな市場 自由時間デザイン協会 2001.7
26 2002 平成14 活動伸びるも市場に反映せず 自由時間デザイン協会 2002.7
27 2003 平成15 新たな余暇市場の可能性 社会経済生産性本部 2003.8
28 2004 平成16 グランツー リズム　もう一つの観光立国 社会経済生産性本部 2004.7
29 2005 平成17 インバウンド　日本の魅力再生 社会経済生産性本部 2005.7
30 2006 平成18 団塊世代　2007年問題と余暇の将来 社会経済生産性本部 2006.7
31 2007 平成19 余暇需要の変化とニュ ツーー リズム 社会経済生産性本部 2007.7
32 2008 平成20 選択投資型余暇の時代 社会経済生産性本部 2008.7
33 2009 平成21 不況下のレジャー ・フロンティア 日本生産性本部 2009.7
34 2010 平成22 2020年の余暇　人口減少社会への挑戦 日本生産性本部 2010.7
35 2011 平成23 進むレジャー の「デジタル」化 日本生産性本部 2011.8







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   http://www.asahi.com/health/feature/kamisama_0809_01.html
２  『広辞苑』第六版DVD-ROM版, 岩波書店.
３  余暇開発センタ （ー2000）『レジャー白書2000』はじめに.
４  余暇開発センタ （ー1978）『レジャー白書』昭和53年4月, p.8.
５  余暇開発センタ （ー1979）『レジャー白書 ’79』昭和54年4月,p.4.
６  日本生産性本部（2012）『レジャー白書2012』,p.11.
７  例えば『レジャー白書 ’83』p.19の1人当り年間平均費用上位10位の余暇活動の海外旅行は40.47万円であ
るが，『レジャー白書 ’84』p.21では40.87万円，国内観光旅行（避暑・避寒・温泉など）では11.10万円が
10.32万円、スキーは11.18万円が10.06万円などである.
８  日本生産性本部（2010）『レジャー白書2010』, pp.160-161.
９  日本生産性本部（2012）『レジャー白書2012』, p.11.
10  神田孝治編著（2009）『レジャーの空間−諸相とアプローチ』ナカニシヤ出版, p39.
11  長野県統計協会編集発行（2012）『平成24年版長野県民手帳』.
12  神田孝治編著（200）『前掲書』ナカニシヤ出版, p39.
13  Mt.6HP  http://www.mt6.jp/modules/tinyd1/  を参照.
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